
次回
11月８日
の
例会

★12：30点鐘
★ホテル御殿場館21
★サブプライムショックの現状と今後

ロータリーは分かちあいの心

第2015回 例会プログラム

会員慶事
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国際ロータリー第2620地区

勝又重春

●例　会　場／東山荘
●開 会 点 鐘／12：30
●国 歌 斉 唱
●ロータリーソング／我等の生業
●内　　　容／ロータリー財団月間に因んで
　　　　　　　ロータリー財団委員会

●会員誕生日
　11月５日　根上眞一君
●結婚記念日
　11月２日　鈴木栄一君・静子様 ご夫妻
　11月４日　臼井良太君・芳恵様 ご夫妻

　先週は、ガバナー公式訪問でした。会長幹事懇談会及び例会が、滞りなく行われま
した。これは、会員の皆さんのご協力のお陰です。ありがとうございました。
１．ロータリーのご報告
　10月22日、第二分区・第２回会長幹事会が開かれ、望月幹事と出席しました。会議内容は、ＧＳＥ
やＩＭなど分区関係の行事についてでした。

２．話のさんぽ道
　今日は、国際ロータリーの継続的な重要プログラム「水保全」をテーマに、アブダビ首長国の「水
と石油の共働き」について学んでみましょう。
　日本は、石油全輸入量の１／４がアラブ首長国連邦からです。アラブ首長国連邦の首都国家でも
あるアブダビは、豊富な石油資源により、連邦の政治、経済を支える主導国です。アブダビは「政
治と石油」、ドバイは「経済と観光」という国勢の特徴があります。
　アブダビは、80％が石油産業です。その石油財力を示す顕著な例の一つが、「水」の活用です。水
は、首長の力の誇示として「砂漠の緑化100％」の目標のために使われています。広大な砂漠に植栽
し続けている樹木の１本１本に、給水設備がつくほどの徹底振りです。
　アブダビの裕福な石油経済は、国民の家庭生活をも豊かにしています。夫・男性は所得保障（石
油等外国企業は現地人採用）。一夫多妻制は４人まで。奥様・女性は、家事は人を使い、職業に就く
ことより文化伝承・ボランティア奉仕など、主に社会活動に参加しています。女性の容姿は、独特
の衣装で神秘的な雰囲気を持つ。イスラムの女性には、カメラを向けぬマナーがあります。子供の
教育は欧米留学が多いこともあり、子供たちの表情は、いかにも「良家のお子様」風です。
　このように、アブダビは、強力な指導者と「水と石油の共働き」の下に、緑豊かな国土造りが進
んでいます。



○例会日/木曜日
○例会場・事務局/ＹＭＣＡ東山荘
　静岡県御殿場市東山1052
　電話/0550－83－1133　FAX/0550－83－1138
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/

会　　　長○勝又　重春
幹　　　事○望月　 茂
会報委員長○秋田　悦夫
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卓 話
米山委員会委員長 鈴木崇司君
米山月間に因んで

出 席の 報 告10
25

会員数 出席者数 暫定出席率計算に用いる
会員数

前々回の
確定出席率

61名 58名 52名 89.66％ 100.00％

井上　元君・内海宣彦君・梶原一正君・神谷高義君
勝又敏雄君・戸栗太平君

※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。

欠席者（６名）

メ ー プの キ ッャ10
11

出席報告出席報告
勝又安彦君勝又安彦君

幹事報告幹事報告
望月　茂君望月　茂君

皆出席皆出席
根上陽一君・井口修一君・斉藤礼志君根上陽一君・井口修一君・斉藤礼志君

お客様お客様
裾野ＲＣ会長裾野ＲＣ会長 櫻井　寛様櫻井　寛様

ロータリー財団委員会ロータリー財団委員会
委員長委員長 長田吉弘君長田吉弘君

出席報告
勝又安彦君

幹事報告
望月　茂君

皆出席
根上陽一君・井口修一君・斉藤礼志君

お客様
裾野ＲＣ会長 櫻井　寛様

スマイル報告スマイル報告
豊山　篤君豊山　篤君
スマイル報告
豊山　篤君

ロータリー財団委員会
委員長 長田吉弘君

10月１日

10月３日

10月10日

10月10日

10月12日

10月17日

10月19日

10月19日

柿 田 川

長 泉

長 泉

長 泉

裾 野

長 泉

裾 野

裾 野

石田　　恩君

内海　隆治君

勝又　敏雄君

渡辺　　巌君

山内　強嗣君

井口　修一君

根上　眞一君

菅沼　　久君

ス マの イ ル10
25

・お世話になります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　裾野ＲＣ会長 櫻井　寛様
・秋田国体で静岡県代表の成年男子団体、女子個人戦で片井文乃選手が優勝しボウリングは男女総合で天皇杯と健闘しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 井口修一君
・今週の日曜日の東山荘オープンハウスに皆様の多数の御来荘をお待ちしています。Ｂ級グルメ、他100円カレーなどあります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 石田　恩君

米山梅吉さんて、どんな人？ 広報冊子「米山学友の群像vol.２」より
　米山奨学事業の記念の称号を付した米山梅吉氏（1868～1946)は、幼

少にして父と死別し、母の手一つで育てられました。16歳の時、静岡県長泉町から上京

し、働きながら勉学に励みました。20歳で米国へ渡り、ベルモント・アカデミー（カリフォ

ルニア州）、ウエスレアン大学（オハイオ州）、シラキュース大学（ニューヨーク州）で８

年間の苦学の留学生活を送りました。

　帰国後、文筆家を志して勝海舟に師事しますが、友人の薦めで三井銀行に入社し常務取締役となり、

その後三井信託株式会社を創立し取締役社長に就任しました。信託業法が制定されるといち早く信託会

社を設立して、新分野を開拓し、その目的を“社会への貢献”とするなど、今日でいうフィランソロ

ピー（Philanthropy）の基盤を作りました。

　晩年は財団法人三井報恩会の理事長となり、ハンセン病・結核・癌研究の助成など多くの社会事業・

医療事業に奉仕しました。また、子どもの教育のために、はる夫人と共に私財を投じて緑岡小学校（青

山学院初等科の前身）を創設しました。

　“何事も人々からしてほしいと望むことは人々にもその通りにせよ”これは米山梅吉氏の願いでもあ

り、ご自身の生涯そのものでした。“他人への思いやりと助け合い”の精神を身をもって行いつつ、そ

のことについて多くを語らなかった陰徳の人でした。


